
▼
公
共
交
通
体
系
の
整
備

　
市
内
公
共
交
通
体
系
の
整
備
は
、

「
南
島
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・

再
生
協
議
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、

そ
の
中
で
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
バ
ス
運
行

路
線
の
維
持
・
見
直
し
、
バ
ス
ベ
イ
、

バ
ス
停
の
屋
根
等
の
整
備
促
進
を
含

め
交
通
空
白
地
域
や
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
を

含
め
た
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
研

究
や
検
討
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

▼
ご
み
減
量
化
の
推
進

　
南
島
原
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
に

つ
い
は
、
19
年
度
に
統
一
し
た
基
本

計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
環
境
型
地

域
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
ご
み

減
量
化
対
策
と
し
て
、
「
ゴ
ミ
に
な

る
も
の
を
断
る
・
減
ら
す
・
再
使
用

す
る
・
再
生
使
用
す
る
」
ご
み
減
量

４
Ｒ
運
動
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
市

役
所
は
率
先
し
て
４
Ｒ
運
動
を
実
行

し
ま
す
。

▼
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
取

　
り
組
み

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
切
に
守
り

伝
え
て
行
く
た
め
、
現
在
、
「
南
島

原
市
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
協
議
会
」

を
組
織
し
、
具
体
的
な
行
動
計
画
の

と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も「
環
境
浄
化
地
域
づ
く
り
事
業
」

「
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
事
業
」「
生
ゴ
ミ
処

理
機
器
購
入
助
成
事
業
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油

を
使
用
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
車
の
活
用
を
推

進
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
は
、

産
・
学
・
官
の
共
同
に
よ
る
調
査
・

研
究
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　人
・
水
・
自
然
と
調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
水
資
源
の
確
保

　
市
水
道
施
設
は
、
整
備
後
30
年
以

上
経
過
し
た
老
朽
施
設
が
多
く
、
配

水
管
の
漏
水
や
機
器
の
故
障
等
が
頻

繁
に
発
生
し
、
施
設
の
更
新
が
必
要

な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
安
心
・

安
全
」
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
「
南
島
原
市
水
道
事
業
総
合

計
画
」
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
原
水
の
確
保
に
努
め
老
朽

化
し
た
水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
、

広
域
化
等
を
図
り
な
が
ら
、
健
全
な

経
営
基
盤
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
つ
い

て
は
、
水
資
源
の
有
効
活
用
と
併
せ
、

農
業
経
営
の
体
質
強
化
と
経
営
安
定

を
図
る
た
め
、
ほ
場
整
備
と
一
体
に

な
っ
た
整
備
が
必
要
で
す
。
引
き
続

き
か
ん
が
い
排
水
施
設
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
水
環
境
の
保
全

　
植
林
や
環
境
美
化
活
動
に
よ
る
地

下
水
・
天
然
水
の
品
質
保
全
と
湧
き

水
や
水
辺
の
保
全
・
保
護
に
努
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
や
観
光
客
が
気
軽
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

保
全
対
策
と
、
農
村
の
住
環
境
に
配

慮
し
、
水
と
自
然
環
境
が
調
和
し
た

地
域
づ
く
り
の
施
策
と
し
て
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策
事
業
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
下
水
汚
染
に
つ
き
ま
し

て
は
、
島
原
半
島
全
体
の
共
通
課
題

と
し
て
捉
え
、
行
政
各
部
局
・
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
効
果
的
な
対
策
を

進
め
、
安
全
な
水
質
確
保
に
努
め
ま

す
。

そ
の
他
市
の
根
幹
と
な
る
　

事
業
な
ど
の
取
り
組
み

▼
道
路
・
河
川
・
港
湾
の
整
備

　
日
常
生
活
を
支
え
る
身
近
な
生
活

道
路
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。
内

訳
と
し
て
、
新
規
８
路
線
、
継
続
19

路
線
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
改
修
は
１
カ
所
、
港

湾
改
修
等
は
２
カ
所
の
県
営
事
業
に

か
か
る
負
担
金
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

▼
市
民
憲
章

　
総
合
計
画
が
動
き
出
す
20
年
度
に

併
せ
て
「
市
民
憲
章
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
素
案
を
作
成
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
市
民
意
見
募
集
を
実

施
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
委
員
会
を

開
催
し
、
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　
こ
の
制
度
の
取
り
組
み
に
関
し
ま

し
て
は
、
20
年
４
月
１
日
施
行
さ
れ

る
こ
と
を
想
定
し
、
「
南
島
原
市
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
」
を
第
１
回

の
定
例
議
会
に
議
案
の
上
程
を
し
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
し
た
い
」
「
ふ
る
さ
と
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
」
と
、
ふ
る
さ
と

を
思
う
南
島
原
市
出
身
の
方
々
の
寄

附
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
島
原
鉄
道
南
線
の
廃
止
問
題

　
対
策

　
島
原
鉄
道
自
治
体
連
絡
協
議
会
の

路
線
廃
止
問
題
対
策
会
議
の
中
で
、

他
の
沿
線
自
治
体
や
国
、
県
、
ま
た

島
原
鉄
道
株
式
会
社
や
高
校
ほ
か
関

係
団
体
も
交
え
て
協
議
を
進
め
た
結

果
、
１
月
23
日
の
第
４
回
会
議
に
お

い
て
、
最
終
の
運
行
計
画
案
が
承
認

さ
れ
、
４
月
以
降
の
代
替
バ
ス
運
行

に
つ
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
６
回
南
島
原
市
島
原
鉄
道
廃
止

問
題
対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
、
代

替
バ
ス
運
行
計
画
は
、
本
市
お
よ
び

関
係
高
校
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し

た
も
の
で
あ
り
、
鉄
道
南
線
廃
止
後

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
交
通
に
関

し
て
、
支
障
な
く
十
分
に
確
保
で
き

る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

▼
組
織
の
改
正

　
西
有
家
庁
舎
の
人
権
・
男
女
共
同

参
画
室
内
に
「
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
は
弁

護
士
事
務
所
、
警
察
署
、
人
権
相
談

員
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
多

重
債
務
に
関
す
る
相
談
、
消
費
生
活

処
理
の
相
談
、
人
権
問
題
に
関
す
る

相
談
、
各
種
法
律
相
談
等
、
総
合
窓

口
的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。

　
組
織
改
正
に
つ
い
て
は
、
行
政
改

革
大
綱
お
よ
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
総
合
計
画
の
実
施
を
は
じ

め
更
な
る
市
政
の
推
進
を
図
る
た
め
、

事
業
系
部
局
を
中
心
に
本
庁
機
能
を

７
部
４
局
29
課
室
か
ら
７
部
４
局
33

課
室
に
再
編
し
ま
す
。

▼
学
校
統
合
問
題

　
児
童
・
生
徒
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
校
区
変
更
、
統
合
・
再
編
等
を

含
め
、
児
童
生
徒
の
健
全
な
発
達
の

条
件
整
備
を
進
め
る
た
め
、
委
員
会

を
設
置
し
検
討
を
始
め
ま
す
。

▼
特
別
職
給
与
等
の
削
減

　
私
と
し
て
は
、
こ
の
混
迷
の
時
代

に
あ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
だ
け
が

痛
み
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
お
互

い
が
共
に
手
を
取
り
、
市
の
将
来
の

た
め
に
何
が
必
要
で
何
が
で
き
る
か

真
剣
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
姿

勢
と
し
て
、
20
年
度
か
ら
市
長
給
与

を
10
％
カ
ッ
ト
、
副
市
長
お
よ
び
教

育
長
の
給
与
に
つ
い
て
も
５
％
カ
ッ

ト
す
る
と
と
も
に
、
管
理
職
で
あ
る

職
員
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て
も
管
理

職
手
当
を
10
％
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
聖

域
と
さ
れ
て
き
た
部
分
に
ま
で
踏
み

込
ん
で
、
思
い
切
っ
た
改
革
を
断
行

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
20
年
度
は
、
南
島
原
市
総
合
計
画

に
定
め
ら
れ
た
基
本
構
想
お
よ
び
基

本
計
画
を
踏
ま
え
た
将
来
像
の
実
現

に
向
け
た
諸
施
策
を
展
開
す
る
た
め

の
初
年
度
と
い
う
重
要
な
年
度
で
あ

り
ま
す
。
予
算
編
成
に
お
い
て
、
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
実
施
す
る

財
源
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
マ
イ
ナ

ス
10
％
の
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
行
政
改
革
大
綱
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
お
よ
び
財
政
健
全

化
計
画
を
着
実
に
実
施
し
、
職
員
の

叡
智
を
結
集
し
て
施
策
の
重
点
化
・

効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

▼
一
般
会
計

�

予
算
総
額
は
、
２
５
９
億
５
５
０

　
３
万
４
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　

　（
前
年
度
比
２
・
６
％
増
）

▼
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
83
億
８
８
６
８
万
７
千
円
　
　
　

　（
１
・
５
％
減
）

○
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

　
９
億
５
５
９
４
万
８
千
円
　
　
　

　（
87
・
７
％
減
）

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

�

15
億
２
３
７
９
万
６
千
円
　
　
　

　（
18
・
９
％
減
）

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
11
億
２
８
８
２
万
２
千
円
　
　
　

　（
75
・
６
％
増
）

○
水
道
事
業
会
計

　
３
億
１
８
５
０
万
６
千
円
　
　
　

　（
41
・
２
％
増
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
６
億
３
３
２
４
万
４
千
円
（
皆
増
）

▼
20
年
度
事
業
概
要

①
ゴ
ミ
減
量
化
と
地
球
温
暖
化
防
止

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
３
件
）

�

２
４，

４
０
２
千
円

②
世
界
遺
産
を
目
指
し
た
時
空
の
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
８
件
）

�

１
億
０
９，

１
８
１
千
円

③
元
気
が
で
る
地
域
活
力
創
生
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
（
７
件
）

　
３
７，

２
９
６
千
円

④
強
い
農
業
・
水
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
（
18
件
）

　
９
億
９
０，

３
４
６
千
円

⑤
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
（
35
件
）

　
20
億
３
８，

２
８
７
千
円

⑥
ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り
と
学
校

　
環
境
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
10
件
）

　
４
０，

２
４
７
千
円

⑦
市
民
を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
６

　
件
）
　
３
億
９
１
，

４
７
１
千
円

⑧
人
・
水
・
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち

　
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
１
件
）

�

７，

２
５
６
千
円

⑨
交
通
体
系
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２

　
件
）　
２
６，

３
５
４
千
円

⑩
地
域
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
12

　
件
）
　
１
億
４
８
，

９
１
２
千
円

そ
の
他
市
の
根
幹
と
な
る
事
業
（
24

　
件
）　
１
３
２
億
９，
７
７
９
千
円

　
南
島
原
市
の
予
算
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
時
代

に
即
応
し
た
施
策
や
安
全
対
策
、
社

会
基
盤
の
整
備
な
ど
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
も
総
合
計
画
を
推
進
す

る
た
め
に
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特集：平成20年度 施政方針

20
年
度 

予
算
の
概
要

平成20年度 一般会計当初予算の構成

歳　入　総　額

歳　出　総　額

12,200,000 47.0地 方 交 付 税

　 項 　 　 目 　 予 算 額 構成比％

3,494,401 13.5市 税

2,522,500 9.7市 債

2,526,279 9.7県 支 出 金

2,108,326 8.1国 庫 支 出 金

776,369 3.0繰 入 金

579,438 2.2使用料および手数料

430,000 1.7地方消費税交付金

350,000 1.4地 方 譲 与 税

967,721 3.7そ の 他

25,955,034 100.0　 合 　 　 計 　

（単位：千円・％）

3,362,922 13.0総 務 費

　 項 　 　 目 　 予 算 額 構成比％

7,643,790 29.5民 生 費

2,459,834 9.5衛 生 費

2,205,087 8.5農 林 水 産 費

158,523 0.6商 工 費

1,786,417 6.9土 木 費

1,128,051 4.3消 防 費

2,188,180 8.4教 育 費

4,722,326 18.2公 債 費

299,904 1.1そ の 他

25,955,034 100.0　 合 　 　 計 　

（単位：千円・％）
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